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的 • 美的 教養の 書物 は 逸する こと を 恐れて、 より 高く、 

より 美しき もの をと 求めて 読んで おかなければ ならな 

いので ある。 

学術 的、 社会. 経済的な いし 職業 専門的の 書物に あつ 

て も、 つとめて 勤勉して 読む こと は、 非常に 必要で あ 

る。 現実の 心得と して は、 おそらく さきに 述べた よう 

な 私の 高等 的 忠言よりも、 「読むべし、 読むべし」 と 鞭 

撻 すべき かもしれ ない。 読みす ぎる こと を おもんぱか 

るの は 現代 学生 の 勤勉 性 を 少しく 買いかぶって いるか 

もしれ ない。 

生と 観察との 独自性 を 失わない 限り は、 寸陰を 惜し 



んで 読書す ベ きで ある。 すぎた 多読 も 読まない より 遙 

かに まさ つてい る。 

学生時代 において は 読書し な いと は 怠惰の 別名で あ 

るの が 普通で ある。 「勉強の 虫」 といわれる こと は 名 

誉 である 場合が 多い。 われわれ も 学生時代に 課業の ほ 

か、 寄宿舎の 消灯 後に も蠟燭 をと もして 読書した もの 

である。 深い、 一 生涯 を 支配す るよう な 感激 的 印銘も 

多くそう した 読書から 得た ので ある。 西 田 博士の 『善 

の 研究』 など もそう して 読んだ。 とぼとぼと 瞬く 灯の 

下で 活字 を 追ってい ると、 窓の 外 を 夜遊びして 帰った 

寮生の 連中が、 「口— ベン (蠟燭 の 灯で 勉強す る こと) 



られた 「産業 技術 連盟」 の 声明書で ある。 それ は 純粋 

に 専門的な 技術 家の みの 結社で あるが、 技術 は 社会 

的 • 政治的 問題と 関連す る ことなしに は、 その 技術の 

任務と 成果と を とげる ， J とが で きな いと 宣言し ている 

ので ある。 

かような 事情で ある 故、 職能の 習得の ための 読書 も 

また 一 般 人生哲学 的な 課題の ための 読書と 結びつかず 

に はおられな いので ある。 

が ここで は 特に 人間 教養 のた めの 読書 に 重点 を お い 

て説述 したい。 それ は 職能の 何たる を 問わず、 何人も 

その 人格 完成 を 願い 精進し なければ ならない からで あ 



宗教 的 方法の 探求へ と 向かった ものであった。 

が ここでい いたいの は、 かような 指導 書の 精読と い 

うこと である。 かような 指導 書 を 発見す るに は、 自分 

の 生の 問い を 抱いて、 その 問い を 同じく し、 解決 を 与 

えんと 擬 する 書物 を 捜せば いいので ある。 

下宿 を 捜す にも 実際に かような 仕方で、 要求の 条件 

に 適する もの を、 数多くの 中から 選んだ わけで ある。 

同一人に とっても、 問いの 所在なら びに 解決 方途の 

異なる にしたがって、 かような 指導 書 もまた 推移して 

いく。 私に とって は それ は カルル. ヒルティの 『眠ら 

れぬ 夜の ため』 であった 時期 もあった。 『歎 異鈔』 で 
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